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(1 )調査対象水域 岩木n:水系水域(但し北郡板柳町より西郡西目屡村に至る水域)

( 2) 調査項目

〈ア} 社会経済調査

(ィ1河川状況調査

(ゥ} 生物調査

(.:r.) その他の産資源保護培養のうえで基礎と走る必要念事項

制総括

( 3) 調査実施期間

昭和 4 1年 11月~昭和 42年5月

III 調査結果及考察

ケ)の a) 水域周辺の都市、産業の現況と将来計画

局辺には、西日屋村、弘前市(飛地)、相馬村、岩木町よ弘前市、藤崎町、板柳町の品

市町村があるO

総世帯数なよび人口は、 4 8. 2 3 9世帯、 211.475人であるO 産業は農業が主体を左

しτいる。
この地域は津軽地域綜合開発計画地域内にあり、農林、水産業の近代化をはじめ各種開発

対業の対象と念っているが、岩木川!と密接念関係のあるものとしては、農地開拓、土地改

良(水利関係)工鉱業の振興bよび生活環境の整備がある。

(フうの b) 水利用の現批と将来計画

ζの)1:の水は主として操業、発電K利用されているO

農業用取水口は堰口、杭止、統合の5取水口があり、これらのかんがい面積は 11. 9 6 

4 h aで、取水量は 11.9 1 1 ml/日であるo発変電所は 2ケ所あれ使用水量は 21 rn3/ 

S 壮よび5.6rn3/ sであるO

上水: 現在本流b よび棚州1Iより 1日平均 13.0 0 0 rn'取水していゐ計画としては、

関臼、工業用水、上水の取水増も考えられるが詳しいことは不明である。

(ア)の c) 岩木!日水系には 4組合(約 41日 D名)があるが、この岩木川僻鱒増殖漁業協同組合に

bいて?月下合必ミら 12月上旬にかけて湖上するサケ・マスの人工ふ化放流を行ってい

る。
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水系は渓流、上、中、下流の 4形態を備え今回の調査区域に棲息する魚種は 12科 29 

種であった。

魚業の種類は行使逝漁規則によって釣(手針、学釣)と網(も宇，網、たも樹、掬網、投

網、追込網)に限られ純[ei及7戸大きさを制限して濫獲をえly止してρ る。

特殊漁業としてはアh ウグイ等立挟1;;， 今集漁業のほかウケイきが、摘するシゲタ漁

業、サケの殺 l~を接待ずる留、時5張良子孫多 t 弘之 c 漁整孟i三{， Uトン}引委-[~5民 F 河 li: か

ら揚がる漁猿量の 6-16}"前後である。

(ア)の d) 本河川の特色ほ温水性夕、族を主体とした漁業で漁獲内容からみても特t亡シケ‘タ漁場iてよ

るウグイ、追込網によるコイの沈獲が多く、ャケと陸封性マスの漁獲は誌 12.3年減少の

一途を込っている。増指針策:二して毎年コイ、 フナ、アュ、 ニジマスの放疏が行t.::われて

いるがアユは荷Ii:窪稚アュの移慰を行っているo また保護措置としては県規則Kよって堰

堤上下の禁漁区設定及び体長、体長制肢を行う一方、行使、遊漁規則によって禁止区域及

び防期等を設けて旬、族の保護を行うと共J乞 90名からをる監視員を配置して厳重左違反取

締りを正子こなっている。

何111状記調査

(イ)の a) 河川!の水質

昭和 41年 11月30 B'" 1 2月 2司、 4 2年 5月14-i 5日の 2日調査を実施した。

調査結果及び既存資料によれば水混、 PH、電導度D0， C 0 D、 BOD、ABS、につ

いては特陀異常を認めをかったが、続の含有望;につ円ては、湯の沢地区には O.0 83 4P 

pmで魚類の券患vctr.不可詑に近い状怒であった口
岩木川第一発電所の排水中には 0.03 P P mJ三度合空れてiλ るので、美!ll)?"a7k_中にも、同

程度の鋲の含有はあるものと忌われるの

岩木)1:本派筋では 0.00 9 - O.口2il P P m の釦 4 主;~干量が認められ大分大きい値である。

(ィ1の b) 河川流量

上岩木橋十てよける昭和37--39年ーまでの平均最大統量は、昭和三ヲ年 4月の 27 6. 3 

rn8/S、 8月の 18 3.5 m' / Sである。

水位:上岩木橋('[:t，>ける昭和J37--40年までの最高水位は，;1. 6 0 m、坂田にな'./¥ては、

昭和 38 -4  0年までの最高水位は 15. 12mでるった。

(ィ)のc) 河川性状

流程 101.6Krnであるが、今回の調査はがj口よ b4 9. 6K..'1I飯田量7J.:.襟より 52. OKm上流

である。

涜れ方:白厚ダ、ム上流の支流{士急匂配で、目屋ダムから喜号館までの間は~，)~~~2J ~C:が 1/4

....... 1/2 3 5 でか左り急左ところがるし番宣言勺、ら清野袋まで ()~Jは 1/2 3 5 

へ 1/39 0中程度、 7青野袋より下流、ではが:11/-2. C 0 0でゆる円かな流れと左

っていた。

底質:邑屋夕、ムから高野梧附近さでは総高野橋~吉芥，色迂ぶ本11'発電所までの以岐部で

は、 1--2mの巨ii;言、上岩木橋付近までは 1I河内外のEιがと ζろどころに散見さ

れた。

岩木橋~安東橋までは 10 -.. 2 [Jcmの除、主交t工j垂水襟付近でじ数£初の長でめるO 平

川:は藤坂橋付近で妙泥とをコて山る。

工作物:本流lそかかる橋は 12、 さ業用乃υ握i是4、発電所 2、日昼ダム 1があるO
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砂利採取:上岩木橋から飯固まで 7O. 5 46m3上岩木橋から百屋ダムまで 7.95 6. 5 m3で

ある0

('7 )のa) 本調査は冬季に入って実施したため、魚類採集は不可能に近い状態でめったので、各地

先f'C;j託ける聴取りによったがその結果は 12科 29種の魚類を数えた。今回の謂査区域と

それより下流河口までの漁獲割合は 7: 3で更に調査区域を 5地区(飯田~国吉~目屋橋

~タム)に分けてその比率をみると 8 1 1の害恰である。調査区域内で特K変った魚

種はカワヤツメ、タイリクベラタナゴ及びウグイでウグイには 5種(ウグイ、エヅウグイ、

ナミウグイ)があり、その他としてカマツルカがいることであるo カジカは富士見橋~上岩

木橋の間が特に多い。サクラマスの渉開上上限は岩木JI:と平沢との合流点付近ですケは国吉

(ウ) 堰堤までである。

(ウ)の b) 底生生物は期目と双期目の 2種目のみであった。

有機物充量は本流筋より|日岩木:}1:本旅筋が最も多い。
何れも冬季の故もあって量的には少念ν、。〈第1.2表)

いJ保護、培養のうえで考慮せねばならない事項としては
① 砂利採取による河床の荒廃

採取箇所及び採取量を規制すべきでちる。

② 発電、准滋陀よる水位安定が魚族の成育及び繁殖上直境問援に被害を及ぼしている。

⑤ 発電ダムより放水される濁水の影響

④ 夕、ムによって陸封化されたマスの生態調査

⑨ 人工湖の立体的利用及び旧河川!の利用

③ シゲタ漁業による濫獲の防.tl:

(ポ総括

⑦ 都市排水につv>てみると岩木JI:よりも平川!の方がより多〈汚染されてなり C・0・Dの結果
からも判きりしている。

② 目屋夕、ムより上流になける銅の含有量は鉱山排水十てよって水産用*'基準を上廻っているO

⑤ 湖水の濁度が高いのが注目される。
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